
「研究開発の概要報告」

ＳＳＨ研究主任 宮﨑 一

令和６年度 天草高校SSHⅡ期・「まちでみんなの発表会」
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概要報告の流れ

・Ⅱ期(R4～8年度)の研究開発の概要

・中間評価結果の概要

本年度の研究開発の成果と課題を交えて
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探究的な問いの視点で地域を見つめ、
科学的思考で持続可能な世界を創る
科学技術人材育成

１ 全校展開による課題研究の充実

２ 課題研究を支え、深める教育課程の実施と授業改善

３ 課題研究を広げ、発展させる外部連携
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Ⅱ期の目的
「探究的な問いの視点」を持ち、「科学的思考」を行い、「持続可

能な世界を創造」する科学技術人材（天高版科学技術人材）の育成
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天高版科学技術人材
が持つ３つの姿

天高版科学技術人材
に必要な５つの力

５つの力を育成する
１３の探究場面

探究的な問いの視点
を持った姿

A.問いを立てる力 1.読み解く 2.先人の知恵活用
3.課題や仮説を設定

科学的思考を行う姿 B.情報を収集する力 1.計画を立てる 2.数値データを収集

C.情報を分析する力 1.数値データを処理 2.考察し結論を導く

持続可能な世界を
創造する姿

D.対話する力 1.協働する 2.伝える 3.質問する
4.英語を活用する

E.創造する力 1.提案を創造する 2.地域を創造する



天高探究プロセス

（ARP：Amataka Research Process）
５つの力を育成するために、課題研究を含む全ての教科・科目及び

あらゆる教育活動に13の探究場面を設定することで、５つの力を育成

する取組の具体的な活動を示すことができる。

この過程を繰り返すことで生徒や職員の取組への共通理解を促進し、

全ての教育活動での５つの力の育成を可能とする。
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８年目のＳＳＨ事業

テーマ

「全校体制での研究開発の充実」

キーワード

「深化」
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中間評価の結果概要
＜総合評価＞「これまでの努力を継続することによって、

研究開発のねらいの達成が可能と判断される」

今年度評価対象の47校

の中で、最上位グループ

（A評価）の7校に選出
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今年度評価対象のSSHⅡ期の
7校（赤下線）中で、最も評価
が高い。

※Ⅰ期の中間評価では、B評価。

Ⅱ期では、A評価で向上。

審査はⅠ期に比べて厳しい

にもかかわらず、評価が高

くなった。

評価された活動は何か？
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総合評価は5つの個別評価を総合的に判断して評価される。

①研究開発計画の進捗と管理体制、成果の分析に関する評価

②教育内容、指導体制等に関する評価

③外部連携・国際性・部活動等の取組に関する評価

④成果の普及等に関する評価

⑤管理機関の取組と管理体制に関する評価

①②③④⑤

全てA評価は

天高のみ！



13



天高版探究型授業による教科間連携
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各科目で課題研究とつながる授業 コンピテンシーベースの連携 研究開発２

昨年度（51回答）
「D:対話する力」が主

今年度（47回答）
「B:情報を収集する力」
「C:情報を分析する力」
が増加

※半数が教科間連携実施

探究型授業で課題研究の核となる「データ」を扱う活動が増加

 
天高版探究型授業での場面設定数（1回答で複数設定あり）



ＡＴⅠ＆Ⅱ、ＡＳⅡ＆Ⅲ
「わくわく交流タイム」 「３つの極意」
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異学年の生徒で（中略）、課題研究に取り組む 研究開発１

研究終了後の３年生が２年生に研究の「極意」を伝える

上級生の失敗を繰り返さない工夫→蓄積して研究が深化



「数科学探究Ⅰ・Ⅱ」＆「総合理科」
PISA2022との比較 ミニ課題研究の成果
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生徒の主体的で探究的な学び 研究開発２

日常生活と数学の関連を強く認識 データ収集・分析の経験の場

設定目的を達成している成果が読み取れる

数科学探究アンケート結果 ミニ課題研究後アンケート結果
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国内研修 海外研修
関西研修、熊本大学研修 シンガポール研修、台湾研修
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外部連携を積極的に行っている 研究開発３

2年ASクラス、1学年全員 選抜生徒10名

外部との連携で多様な学びを創出できた



スキルアップ講座
全16講座を新規開発
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課題研究に取り組むための工夫 研究開発１

学年の先生方と一緒に講座を実施



天草ブルーカーボン推進協議会
天草市水産振興課、天草漁協、地元漁業者との共同調査を実施
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天草市と課題研究で連携 研究開発１

採泥、採水を実施。分析結果を根拠としてアマモ場造成地を選定

共同することで研究の幅が広がる
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授業担当者会 → 職員研修
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SSH推進体制 研究開発２

探究型授業を担当者会で協議 → 職員研修で共有

ＳＳＨ事業を深化させる流れができた

探究場面配列表（1学年）



評価の大幅改訂 「観察」の導入
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成果の分析や課題の分析 研究開発１

仮評価と本評価に加え
評価シートを活用して
「観察」する

評価項目の明確化、
評価の効率化



ＡＳⅠ評価結果
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成果の分析や課題の分析 研究開発１

①例年よりも伸びは少なかった。

②年度当初はA3も評価項目としていた。
→次年度の評価項目とする

①、②の原因として、研究活動時間が短かっ
たことがある。

→講座をまとめて数を減らし、活動時間
を増やす。

今年度の反省を受け、次年度の完成を目指す。

仮評価・本評価結果



ＡＳⅡ＆ＡＴⅠ評価結果
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成果の分析や課題の分析 研究開発１

t検定結果
A2,B1:有意差あり
A1,B2:有意差なし

ASⅡ2単位、ATⅠ1単位
※B2のみ時間短くなった

A1：素質の問題？
A2,B1,B2：時間が関係？

検定を初実施。客観的な評価の充実
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ＡＳⅢ＆ＡＴⅡ評価結果
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成果の分析や課題の分析 研究開発１

ASⅢ評価結果 ATⅡ評価結果

t検定結果
C2 :有意差あり
E1,E2:有意差なし

ASⅢ1単位、ATⅠ1単位
※C2は2年次から進行

C2,E1,E2：時間が関係？

検定を実施することで、考察が可能に。
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ＳＳＨ財産の継承
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課題研究をデータベース化した教材、研究内容紹介 研究開発１

これまでの成果を全員で共有する

成果を共有（継承）し、さらに高みを目指す

Amataka Scholarトップページ（本校HPに掲載） 外部発表会での学びを伝える報告会
現在261件の登録



2日半に一度の更新
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ＨＰがわかりやすく、頻繁に更新 研究開発３

155回も発信できる充実したＳＳＨ事業
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県立学校「学びの祭典」
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熊本スーパースクール合同研究発表会 研究開発３

グランメッセでの全県版 ポルトでの天草版

県全体や天草島内に天高の成果を発信



今年度の取組まとめ
テーマ キーワード

「全校体制での研究開発の充実」 「深化」

・探究スキルアップ講座 ・異学年が交流する探究活動

・単元配列表を活用した教科間連携 ・評価の大幅改訂

・外部機関との共同研究 ・国内外での研修

全校体制、外部連携が深化したＳＳＨ８年目
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ご清聴ありがとうございました。
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